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1953~5年の本試験の供試除草剤は 2 ，4-D ソーダ滋， 2，4-Dアミン坂， MCPソ戸ダ塩，
Premage (DNBPアミン塩)，スルフTミン酸アンモツ (SA)，イミドヂスルホン酸アンモン (lSA)， 
CaCN， ClIむらである.他にCMU，SESらも供試したが予備試験成績なので省略した.つぎに
MCP， DNBP， CIPCの3除草剤の性献と除草試験の文献例を紹介する.
1) M C P 
MCP， 2 methyl-4-chlorophenoxyacetic acid..... Templeman et a1.附 lこよれば1940





レゾ ルー臭気を有し赤禍色透明，粘着液， 日本の市場品 MCPソー ダ埠




があることが，Holly(2I)， Fryer(l8)， Templeman附， Kasasian:剖】，荒井、剖らの報告で知られて
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WestgateおよびRaynor(1940) らは 1938~から Sinox を用いてカルフォル二アで小麦， 大





当回0ポンド士曾牧した. アマ，エンドウ， アルフ7}~77I:t業が湿り難く， 麦類. タマネギは極めて
小部分附着するか， または噴霧が小球になるので無害であるが，一方広葉雑草は容易に濡れるので
殺され易いという.






保護作物とともにマメ科植物を播き， Sinox 1 %液印-100ガロンは白クロー パー に感受性があ
って害されたが，一方赤クロー パー ，アルフアルファは耐薬性があり一年生の広葉雑草を80-100%
殺した.また，オー ト，アマはこの撒布で10%士曾牧した.
Craftおよび Reiber(1945)は非活性の Sinoxの液が cr白 ylateイオンの加水分解によっ
てdinitro-o-c阿部1が形成された時に植物仁よって選択的に吸牧されるといい， また， Crafts 
(1945)は dinitroのOrtho置換塩が他より植物に対する毒性が強いといい，またその毒性は
o-methyl， o-ethyl， o-isopropyl， o-secondary butyl phenolの順に増加し， ο-amyl仁
置換されたものは毒性を低下じたとひう. また. dinitroのNH塩は7.1¥.によく溶けて除草剤としての
効力を増し， secondary butyl化合物が最も毒性の強い理由は， この物質がリポイドに溶け易く
細胞質膜を容易仁通過するためと考えている.
Litzenb町ger(1945)は1942，.44年仁Sinoxの1%液をヱーカー当1∞ガ口ンの割合で工ツド
ウ，アマの草丈3インチ以前と菅期をさけ，また禾穀類の飾間伸長開始期 (thejointing stage) 
前で雑草が一杯にはびこる前lこ撒布したとき， 1年生雑草ノハヲガラジ，グシパイナヅナ，ブタクサ，
アカザ， 野生チシャ，アテピユ， ナヅナらの3，.7葉の時最も容易lこ殺され， エシドウ， アマ，小
麦，大麦，工γパクらを審せずに士曾牧した.











Robert and Woodford (195りは DNOCとDNBPとは化学毒性は同じだが，生理的毒
性は呉る.DNBPは一年生雑;革に毒性が多く，エツドウおよびその他のマメ科作物には DNOCよ
りも毒性が少なし、-また同剤は雑草を殺すlこ必要量は工γドウを甚しく害する原因となるので安全仁
使用できる範囲が狭く，ヱー カー 当 1.5-2ポソドの使用量で，通期撒布は牧量が20%増加し
た. また生長期に余り早〈撒布すれば作物を客し，余り選ひと雑草駆除効果が低い.気温伺~
650F (16~18.50C) 以上では除草効巣がすぐれているから撒布量を少なくし; 550F (ロ.5C)以
下では効巣が少なし，')::いう.






および Sexton (~) (咽らが19:10年に ethylphenylcarbamate仁ついての試喰によって発見した
という.アメリカでは1946-1949年の聞に Al1ardet al.， Mitchel1， Taylor， Ennis， Cor1son， 
Lachman， Newman， DeRose， Herbert， Weaverらが除草剤としてのIPCの試験成績を
報告してやる. それらの文献11例と CIPC3論文については先仁笠原が問問 IPCについての
試験報告において引用紹介した. 引用当時それらの文献による IPCo_;撒布方法.撒布量，時
期がまちまちのためその殺草効巣は有効というものと効果が少なし、という不一致の結巣であった.





















多額細胞， E大接， 染色体数の多や細胞， 染色体の牧縮なEのため細胞が大静化，崎形化







o CH3 物で 200Cで水に 80ppm程度溶解される. 室温では液体/ ，--~-- - / で，少し低温で疑固する. 石油には約10%溶ける. 除草
¥ )NHCO:-白書¥ー_/..."'..， ~ 剤製品 Weedonech10re JPCは水仁乳化する形仁作られ，
CI 、
CH3 ClPC 45.8 %， 比重1.05の淡褐色の液である. このよう仁
CIPCは IPCより多くの有機溶媒に祷け， 容易に乳液化され， また土嬢中の微生物の分解に抵
抗性があるのでその効力持続が長いなどすぐれている点で針e-emergenceherbicideとして使用
効巣が IPCより大きし1ことが Witman，Newton(62) tた民Rose(l7)ら仁よってその翌年仁紹介
された.それ以後 lPC仁代って CIPCが多く用いられるよう仁なった.
アメリカではClPC除草試験として，植付前，発芽前および発芽後処理でタマネギ，ホーレγソ
ウ，キャベツ，インゲツ， 工ツドウ， 大豆畑などのメヒシパ， エノコログサ，スベリヒユ， アオピユ，
ハコベの除草仁成功した試験例が多く， 特に棉作除草に貢献しつつあるという. 例えば Witman
(1953)の記述によれば棉作のホー 除草労賃はヱー カー 当り， 11.部ドルであるがCIPCはヱー カー
当り3ポッドで処理した畑のホー除草労賃は0.56ドル仁過ぎない.また著しい雑草繁茂の年のホー
除草労賃は30ドル仁も達するが， CIPC処理経費は約4ドルで足るという. 一般に CIPCの棉
作除草の使用は播講12イツチ巾の帯扶仁同乱剤(反当170-340g)を発芽前処理し， 畦聞















た.反当250-尽)Qg (有効成分 115-230g)の CIPCおよび問量のlPCをもって麦の播種後
の覆土を3cmの厚さ仁し，全面処理すれば麦仁ほとんど薬害がなく，スズメノテッポウ， その他の雑








12 月 18 日 調 査 4月22日
処巡方法く反当〉 ;>t.ズメノ 華量 3草 同百分比
.，.ヲーゥ 其の他 計 問百分比 風乾草!匂 L a1' -F 君臨 . ah 軸s A 1.' 
4“ 286 ，7，6伊・ 号~.O 17S.oZ - 512 
/1 1.8 671 313 984・" 42.0 156.0・ 44.7 
1 2.4 222 409 臼1** 26.9 81.0・ 23.3 
1 S A 1.2 1191 479 1670'“ 71.2 466.0 133.6 
1 1.8 752 503 1255・帥 53.5 278.0 79.6 
1 2.4 414 270 ω4** 29.2 171.0'“ 48.9 
Na 2，4-D 20 g 689 703 1392・‘ 59.4 279.0 80.0 
/1 30 976 287 1263** 53.9 2剖 .8 74.8 
/1 40 693 435 1127骨・ 43.1 143.8鵠僑 41.2 
2，4-Dアミン温 20 678 505 1183“ 50.4 232.5 66.7 
/1 30 809 400 1213・" 51.7 237.3 68.1 
" 40 625 510 1135・" 48.4 219.0 臼 .8
M C P 20 824 322 1145‘・ 48.9 248.8 98.6 
/1 30 1155 320 1475・ 62.9 332，8 95.4 
1 40 1308 323 lω1** 69.6 277.0 79.4 
D N B P. l∞ 440 152 592** 25.0 185.3・ 53.1 
11 150 139 32 172'・ 7.3 77.2・ 22.1 
11 200 225 25 250・ 10.9 94.5僑僑 27.1 
無撒布(無除草〉 1644 701 2345・ 100.0 349.0 100.0 
11 (1除ず尊〉 56.0・骨 16.1 
備考 雑草発生は矯瀞内3平方尺の本数，雑草量は2坪当を示した.雑草本数普fのL.S. n: (0.05) 













日後に除草剤を撒布したので， 既にスズメノテッポウは約2cm， ノミノフスマは約 1cm伎のもの

















グ1.8 12.11 - 4.7.3 
1/ 2.4 12.11 - 4.24 
Na 2，4-D 20 g 12.10 土 4.26
グ 30 12.11 土 4.26




M C.P 20 
か 30
1/ 40 





















12.10 - 4.24 
12.10 - 4.24 











6.2 4.62 105.0 1.83 105.2 
6.2 4.70 106.8 1.90 108.9 
6.2 3.97 90.2 1.56 89.6 
6.1 4.15 94.3 1.68 96.2 
6.2 4.58 104.1 1.82 104.6 
6.3 4.20 95.5 1.62 92.9 
6.3 3.75 85.2 1.40. 80.4 
6.3 3.92 89.1 1.50 85.9 
6.1 3.82 
6.1 4.35 
86.8 1.45 83.2 
98.9 1.68 96.2 
6.2 4.40 100.0 1.66 95.5 
6.1 4.28 97.3 1. 72 98.7 
6.1 3.80 86.4 1.52 87.4 
6.1 4.23 96.1 1.68 96.3 
6.2 4.58 104.1 1.76 100.9 
6.2 5.03 120.5 1.97 112.9 
6.2 4.55 103.4 1.86 106.5 
6.1 3.90 88.6 1.64 94.2 
6.1 4.40 100.0 1. 74 100.0 
備考 1区2坪3区制U11月24日C新中長〉播種， 12月4日除草剤撒:布， 6月7日刈取，般重の
L. S. D. (0.05)=0.339kg. 
- 23ー (187) 
漸次枯れていくのが認められた. 本栽培では別に土入作業はしなかったが， 谷溝をトラ7クター で中
耕した時，その碍土が株間lこ入ったため除草剤を撒布していなし、土から，後仁雑草が発芽したものが
あるとも考えられる.4月22日の各除草剤区の雑草量は無撒布仁比べて低下し， 有意差のある区
はDNBPのl00，..200g (写真第7図b参照)， SA 1.2，..1.8kg， ISA2.4kg， Na2，4-D 
40g， (以上の量は各除草剤ども撒布率20%なので反当全面撤布はこの5傍仁相当する〉の5区
であった. その他は低下の傾向があり逆に ISAの1.2kgの雑草量は無撒布より多かったが， それ
らは有意差はなかった.一方，除:革剤の小麦におよiます影識は Na2，4-D 区がロー ル葉を可成り
生じたが， 2，4-Dアミン塩はソー ダ塩より口ー ル葉が少く， MCP区は全然ロー ル葉が認められず，
MCPが2，4-Dと比較して崎形化が少いのは注目された.DNBP200g区は小麦発芽障害が見ら
れたが後に回復し. SA， ISAは薬害はなかった.穀牧は DNBP，SAの全区と ISAの2.4kg
が増牧の傾向があり， 2，4-D. MCPは減牧の傾向があったが，除草区仁比べて Na2，4-D 30g 
の減牧を除く他は士宮減とも仁有意差がなかった.
第 1図 諸除草剤による愛の全面発荊税調と雑草数く3平方尺当〉












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































なく 〈第 18表参照)，土が極度に乾悌していた(石衣室素のみは1月22日撒布前に坪当 2立
の7kを如露にて撒布し，土を湿してから石茨量素撒布機を用いて撤粉した). 12月24日反当硫安
4貫，過石8貫，塩化4貫， 2月1日硫安3買を施肥し，谷講を 12月20日， 2月 15日，
聴聞を各除草剤区とも 4月14日仁中耕し同 28日に土寄した. なお，除草区は播溝の雑草を 12












畦 問 株 問
処理方法 〈反当)
;7<ズメノテ Vポウ lケ重 見ズメノデザポウ lケ重
9kg E 本
置 本 E 
1 S A 1370 1213 1.1' 714 439 1.8 
1 12 978 1028 0.9 584 359 1.6 
1 15 1201 1198 1.0 843 662 1.3 
S A 6 1049 1180 0.9 767 530 1.4 
1 9 531 595 0.9 702 .563 1.2 
CIPC 100 g 331 115 2.9 48 34 1.4 
1 200 100 31 3.2 30 16 1.8 
" 300 57 23 2.4 10 10 1.0 
MCP 200 798 位9 1.2 281 176 1.6 
DNBP 500 720 695 1.0 330 253 1.3 
CaCN 60 kg 3051 1759 1.8 748 440 1.7 
無撒布く除草)ー 137 183 0.7 377 185 1.8 





















つづやて MCP2∞Ig， CIPC 













lSA 12 kg， SA 6kg，繰麦
のISA9， 15kg， SA 6 kg， 















































































麦lこおける ISA15kg， SA 6kg， ClPC 100， 2∞g， DNBP 5∞gの5区と， 小去における





































]3 12 11 10 
一ー・...一一一一-ー .・・一日日・ーーー・....・・・・・・・....・ ・ ・ー..司守






















































その他 ;."，L.I .1 
"埠宵その他 その他
I S A N mamamtmoama 削 E21dd a幽a




グ 9 702 
CIPC 100g 48 
グ 200 30 
グ 300 10 
M C P 200 281 
DNBP 500 330 
CaCNωkg 748 
鋸撒布く除草〉ー 338 
IJ (無胎草〉ー 1062 
843 
767 
436 1279 1201 
311 1078 1049 
303 1005‘ 531 
382 431・. 331 
165 195・ 100 
8 18骨骨 57 
342 622・ 798 
49 379・ 720 
79 828・ 3051 
118 455骨骨 137 
306 1368 1575 
790 1991 2044 1226 3270 
823 1872 1816 1134 2950 
593 1124喝事 1233 896 2:29事勢
825 1156骨骨 379 1207 1586 .. 
324 424柑 130 489 619・
58 115・ 66 66 133同
527 1325骨・ 1079 868 1947・
213 933.・1050 262 1312‘・
467 く3517)州 3799 546 (4345)** 
34 171** 475 152 671** 
571 2146 2637 877 3514 
L. S. D. (0.05) 一一 329 - - 556 一一 740




処理方法く反当〉 ス :t: ~1
テツポウ
五正一一yマ



















1 12 502 127 628 982 464 1446‘ 1483 591 2074・
1 15 297 212 508 583 713 1297・ 880 925 1805骨骨
S A 6 390 214ω3 538 435 973** 928 649 157'. 
グ 9 265 21:; 480・ 300 402 702酬 565 617 11砲事事
CIPC 100 g 27 160 187** 212 383 596.* 239 543 782.. 
グ 200 7 30 37榊 58 125 183** 65 155 2.21柿
グ 300 3 8' 12脚 57 26 83"". 61 34 95輔
M C P 200 87 113 201榊 436 523 9d9輔 523 637 1 eil柿
DNBP 500 167 53 220柿 477 268 945紳 844 321 1白神
CaCN 60 kg 321 
無撒布〈除草〉ー 168 
グ く無除草) - 493 172 
86 407* 2052 405 2457 2373 4?1 2864 
47 215* 98 37 135*‘ 226 84 350*'ヰ
665 1753 397 2150 2247 569 2816 
725 
981 









害事 8表 諸除草剤仁よる小麦の全面発朔処理 (1矧 -5)
〈小麦の発芽および収量〉
発芽愛の初 問 問 1000
処理方法〈反当〉発芽始発芽揃株数期禁容出穂期 総1l 100分比 殺重 100分比粒重
量s 且困 層冒 .. 
.~ 11.:あ 11.27 46 
"画一一一 冒 " I "1 
4.28 &O)筒.7 2013・制.1:1 82.1 1-5 A 
11 12 11.26 11.27 47 - 4.29 6417 101.9 2371 98.5 32.2 
11 15 11.26 11.27 45 - 4.29 5583 88.6 2105* 87.5 32.0 
S A 6 1l.26 11.27 47 - 4.28 6117 97.0 2287 95.0 32.1 
N 9 1.26 11.28 45 - 4.30 5667 90.0 2118* 88.0 32.1 
CIPC 100 g 11.26 11.27 47 ・ト 4.29 5383 85.4 2053林 85.3 33.4 
グ 200 11.26 11.27 46 * 4.29 5483 87.0 2047柿 85.0 31.7 
11 300 1l.27 11..28 46 朴 4.30 5117 81.2 1910" 79.4 31.7 
MCP 2ω11.26 11.27 45 + 4.28 3850 61.1 比25柿 59.2 31.3 
DNBP 500 11.26 11.27 43 + 4.29 5116 81.2 1凶作* 76.3 31.8 
ζ泊CNωkg1l.27 11.28 47 + 4.28 6746 107.1 2552 106.0 32.8 
綴鍬布〈除草)ー 11.26 11.27 47 4.28 同00 100.0 2407 100.0 31.5 
m く無惨草〉一一 一 一 4.27 5133 81.5 1928帥 80.1 31.6 
備考 l区 2坪く:4.5x 16尺)3区制， 11月16日く農綜52号〉点播，同20日除草剤l撒布
+山…小書 *....・-精密 咽+…・・大智
事担重の L.S. D. (0.05)=2466， 同 (0.01);::お，2~
成黙期6月1-3日， たrしCIPC3006区のみは未成黙.






15 11.27 11.28 44 
6 1.26 11.27 44 
9 11.26 1 .28 45 
100 g 11.26 11.27 43 + 
200 11.26 11.27 43 + 
300 11.27 11.28 42 * 
200 1l.26 11.27 45 + 


















































































グ〈無除草〉ー 4.19 3783 76.3 1720* 75.8 






第 10表 害者除草剤による小麦の2条矯溝発芽前処理 (1954-5)
(雑草量〉


















S A 1.50 647 158 旬デ 72.9 812 13 825 96.8 152 2 154 
グ 2.25 413** 236 615紳 59.0 445 25 470* 55.1 59 3 位
CIPC 25 g 66'柿 141 207榊 18.8 240 10 250柿 29.3 52 1 53 










417* 37.8 CaCN 15kg 306** 111 
無撒布(除草〉司























17 1 18 
27 1 28 
82 1 83 
112 2 114 
130 3 133 
88 2 90 
158 4 1臼
L. S. D.(0.05) 236 














総:'lt 問 問 1000叡重100分比 100分比粒重
11 3.75 











DNBP 125 60 








6.3 回ω 』回.2 ZI5・ 102.9 31.9 
6.3 6767 108.6 2433 110.9 32.1 
6.3 6b16 104.6 2277 103.8 32.1 
6.3 臼田 100.8 2228 101.6 32.3 
Fト 4.26 6.3 6450 
+ 4.27 6.3 日50
件 4.28 (6.5検定) 5433 





103.$ 2312 105.4 31.8 
101.9 22伺 103.1 32.0 
87.2 1915 89.6 31.9 
81.9 1770* 80.0 31.1 
6.3 位00 99.5 2157 98.4 32.3 
6.3 日33 101.7 2327 106.1 32.5 
6.2 6230 1∞.0 2193 100.0 32.2 
6.2 0900 94.7 2122 96.1 31.8 
備考 1区2坪 (4.5x 16尺)3区制IJ，1月17日〈農休52号〉点播， 25日除草剤撒布，






の1/4なので，その増加率は全面 60kg撒布のように多くなく， また， SA 2.75kg， CIPC 25 




のCIPC25-印 g， MCP 50g， DNBP 125gは極めて僅かの薬害があった. しかし. SA 
O.75-2.25kg， ISA 1.5-3.75kgは初期の薬害はなかった.牧量は ISA，SA， CIPC 25-






第 12表 諸除草剤仁よる小麦I条播溝笑荊可処理 (1954-5)
く雑 草 量〉
12 月 22 日株間 4 月 14 日株間
処巡方法 (民主語〉 見 X:JAノ
合計 開 :A ~~J その他 合計 "ーテ守ポウ その他a岨 I冊分e.，.噌咽R令 1関分暢些
関k&念本 本 1 a 置
1 S A 1.50- 18 96 114 49.4 46.0 47.5 93.5 57.7 
11 2.2o 11 23 34 14.7 53.0 26.0 79.0 48.7 
11 3.∞ 7 14 21 9.9 13.2 22.6 35.8 22.1 
IY‘ 3.75 3 18 21 9.1 4.8 32.0 36.8 22.7 
S A 0.75 27 132 159 69.8 70.0 71.0 141.0 87.0 
11 1.50 4 13 17 7.4 6.4 16.5 22.9 14.2 
11 2.25 20 34 54 23.4 28.8 50.8 79.6 49.1 
CIPC 25 g 16 147 1日 70.6 25.8 18.5 44.3 27.4 
11 50 3 38 41 17.7 17.1 71.3 88.4 54.5 
1/ 75 。 12 12 5.2 3.2 11.8 15.0 9.3 
MCP 50 25 ω 88 38.1 32.0 19.0 51.0 31.4 
DNBP 100 14 25 39 16.9 10.0 63.0 73.0 45.0 
CaCN 15k.g 22 16 38 16.5 53.3 35.0 88.3 54.5 
無撒布く除草)ー 26.0 69.0 95.0 58.6 
グ 〈無除草〉ー 39 192 231 100.0 45.0 117.0 162.0 100.0 
備考 4月14日の株間雑草L.S. D. (0.05)=40.96，同 (0.01)=臼 .7g，SA O.75kg区を除いた他















表の発芽， 牧量調査の第13表によれば CIP5O-75g (撒布率25%全商2∞-3∞g)，
MCP 50g， DNBP 100g， 石灰窒素 15kg区が初期薬害が見られたが後に回復した， 殺牧
仁おいては CIPC50-75 g， MCP 50 g ， 石/fi.窒素区らが少し減牧し，他は可成り士宮牧の傾向
があるが除草区に比べて各区の平均牧量の差は増減ともに最少有意差の範囲内である.
第 13表 諸除草剤仁よる小麦の1条播溝発芽前処理 (1654-5)
〈小麦の発芽および収量〉
処王整方法〈反当〉発芽始発芽締発芽愛の初 出穂期 総重 同 殺重 問株数期薬害 100比分 100分比
月臼 月日 畦 日目 E '‘ 耳 '‘ 1 S A 1.50kg 11.23 11.24 38 4.26 6787 107.9 2345 107.8 
1/ 2.25 11.23 11.25 39 4.26 6ωo 104.9 2347 107.8 
11 3.00 11.23 11.25 38 4.27 6787 107.9 2426 115.0 
1/ 3.75 11.23 11.25 40 4.28 6725 106.9 2422 111.4 
S A 0.75 11.23 11.24 37 4.26 6872 103.6 2393 110.0 
1/ 1.50 11.23 11.25 37 4.26 6S00 108.1 2448 112.5 
" 2.25 11.23 11.25 40 4.28 7300 116.1 2318 106.5 
CIPC 25 g 11.23 11.24 37 4.28 6700 106.6 2406 110.5 
11 50 11.23 11.25 36 + 4.29 5700 9D.6 2009 92.3 
11 7:' 11.2l 11.25 36 +十 4.30 5225 83.1 1885 86.6 
MCP 50 l1.23 11.25 39 + 4.29 5575 88.7 19ω 90.2 
DNBP 100 11.23 11.24 38 + 4.28 6712 106.7 2420 111.2 
CaCN 15kg 11.24 11.26 38 +十 4.28 59:'0 94.6 2111 97.0 
無撒布〈除草〉ー 11.23 11.24 38 4.26 6288 1∞.0 2176 1∞.0 
グ 〈無除草〉ー 11.23 11.24 38 4.26 5750 91.4 1981> 91.3 










第 14表 CIPC， SAによる麦の発芽前処置ζおける覆土の厚さと麦の発芽数，草丈および雑草数
表播種後日数別手(!~F数 1月 12月27日雑草本数
処理方法〈反当) "'"......._ "^".. ~lF2品目磁・
3日目 8回目別同州獄 25μr合計数
ゑ本 ah'‘畑 恵*本骨
CIPC 200g覆土 1cm 2 40(2) 47(幻偶 11.. 件 6 1 1 9.6 
11 2 0 34 45 90 13.7 - 2 2 4 5.5 
榛I 11 3 0 19 47 94 13.6 - ~ 4 9 12 
グ 4 0 5 46 92 14.5 - 8 2 10 13.7 
11 堆胞のみ o 15 38(1) 76 14.3 件 。 o 0 0.0 
S A 9kg覆土 1cm 0 32 46 92 11.4 - 2 0 2 2.7 
11 2 0 39 48 96 12.1 - 4 1 5 6.9 
変|グ 3 0 13 45 90 13.8 - 6 1 7 9.6 
11 4 0 4 45 90 14.4 - 4 4 8 11.0 
11 犠胞のみ o 1.3 39 78 14.9 - 1 1 2 2.7 
CIPC 200g覆土 1cm 2 (31) (38) (76) 8.8 掛 7 1 8 1.0 
11 2 0 .35(2) 42(2) 84 18.2 + 3 1 4 5.5 
小1 庁 3 0 ~ a %瓜2 - 7 4 11 崎
/1 4 0 26 37 74 19.2 - 7 3 10 13.7 
庁 堆犯のみ o 24 36くの 72 16.2 -+ 2 1 3 4.1 
S A 9kg覆土 1cm 2 32 37 74 15.5 - • 5 1 6 8.2 
グ 2 0 .32 37 74 18.8 - 5 1 6 8.2 
表I " 3 0 30 39 78 17.7 - 3 2 5 6・9
11 4 0 32 46 92 18.2 - 5 1 6 8.2 
庁 堆胞のみ o 18 34 68 15.6 - 1 0 1 1.4 
対 照〈無担量布) 0 19 37 74 - - 26 47 73 100.0 
備考 12月1日矯種，同4目除草剤撒布， 3ポット平均，括弧内li異常発芽数.
- 35 - (199) 




試験成韻…・・・12月1日各ポットiこ麦50粒を整然とならべ，覆土 1，2， 3， 4cm区と覆土を
せずに堆肥ぐ約1cm)のみの区をつくり， 12月4日にCIPC，SAの所要量を噴霧し麦の発芽お
よび生育献況と雑草発生数を調査した.


















































11 28 3~ 67.2 
6 24 30 51.7 
2 3.4 
o 2 2 3.4 
18 40 58 100.0 
聡(CIPC200g 500cc 
土|グ 1000
自主 S A 9kg 500 
l十I 1 1000 
I^ I ¥%、対 照〈無撒布〕
o 0 33 46 92 9.5 -
o 3 40 46 96 10.2 -
o 4 36 45 90 9.2 -
o 1 30 4& 90 9.0 -
o 26 43 45 70 9.7 -
8 
8 
4 12 36.4 
7 15 45.4 
o 1 3.0 
2 6.1 
7 33 100.。26 
濃(CICP200g 500cc 
度|グ 1000
小|え¥S A 9kg 500 


























???? ??22 27 40.3 
22 27 40.3 
1.5 
o 1 1.5 
44 61 ω0.0 23 
施ICIPC 200g 500cc 0 18 34 38 76 
土|グ 1000 0 8 34 37 74 
愛I~\ S A 9kg 500 0 22 37 39 78 
十|グ 1000 0 18 35 38 76 










































第 16表 CIPC， SA仁よる小麦の発芽前処理における降雨量と麦の発芽数，草丈，および雑草数
愛婿車場後日数別発芽本数
処温風方法 (l正当)
6J;1関 -ー‘・ ~Ii 司民・ー
埠島。。 30 32 o4 9.2 t 。。 。0.0 
?愛無撒布 。 29 35 70 15.1 20 41 61 100.0 
。 41 46 92 9.2 トー 7 8 15 18.8 
量 S A 9kg 。 35 47 94 8.7 + 。 1.3 
愛無 ・撒布 。 39 4~ 90 11.2 36 40 76 100.0 
11-z 。 32 38 76 16.3 + 6 7 9.5 ニ S A 9kg 。 19 31 o2 8.2 +件 。 1.4 
?愛無鍬布 。 30 34 68 13.9 18 56 74 100.。
。 46 47 94 10.9 + 19 2 21 35.6 
量 S A 9kg 。 40 45 90 8.0 + 。 2 2 3.4 
変 l無鍬布 。 38 43 86 9.8 23 36 59 1∞.0 
備考 12月6日播橿，覆土3cm，同9日除草剤j撒布， 3ポット平拘.
- 37ー (201) 
第16表仁よれば SAの雨量10mm特に2伽nm区では小麦の薬害iJ'大きい. すなわち，小麦







厚さ仁し，反当 SA9 kg， CIPC 200gを坪当400ccの割合仁溶かして撒布した.
第 17表 SA， CIPC による麦の発芽前処理における土掛E成と麦の発芽，草丈および雑草数
愛播種後日数別発芽本数 1月26日
処週方法〈氏当) L" tt 4"i:f tt _.... 草 案灘轡
6目白 10闘盟国自歩
本本本掛 e圃
o 33 35 70 9.3 
12月27日雑草発生本数
判別~C 2Olt g











。 33 38 76 9.8 
。 45 44 47 47 94 94 14.2 17.7 6 2 5 2 11 4 
。 31 32 38 76 15.9 35 70 13.5 10 4 2 14 3 
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布することが必要である
本処理には HaS04，oilおよび短期間のみ土壌を不毛化仁する KCN，CaCN， dinitro化合
























10日 11-12日 13日 14日 15日 16日 17日 18日 19-25日 27日 28-30日
-・‘ "‘・B "" IUIIl -凶，111 nl.. n，" 筒闘凶 1Ilt" ，園川 '1飽車19日年 0.2 。1.0 。 12.4 29.7 。 。 。 。 。
1954年 。 。 0.9 。 。。 。 6.3 。 55.1 。
12 月
1日 2日 3-6日 7日 8日 9日10-13日14日 15日 16日 17日 18日 19-31日
阻阻 m同同岨回'" bll 胤胤 川岡 田m n1tn ut祖国n. m回 副刷
1953年 o 24.5 0 0.4 0 26.4 0 0 0 0.3 1.9 0 0 
1954年 5.4 0 o 3.6 11.7 0 o 1.7 0 0 0 1.0 0 
備考 1953年の播溝処理…・・))月24日播種， 12月4日除草剤撒布， 19臼年の全菌処王撃[...1月16日
矯種， 1月20日間剤l撒布， 1954年の矯溝処理H・H ・(2条)1月17日矯種， 1月25日間剤撒布.
同 C1:条)1月1日矯種， 1月16日間剤j撒布.
(204) - 40ー
第 4図 a 当地の11-4月における旬日最高および辰低気温
く岡山測候所，倉敷観測所・・…岡山県気象的年報および岡山気象より引用コ。C
5 













I-IIJ1 1ト202Hl01-10 )ト20 21-¥l1 一 一1 JI 12月 1-1 1-却 2ト沼 ト10 JI-2(} 21 2. /1 il Jf 








司・‘ー→ー 一ー一一一， ， 
， ， ， ， ， ， ， ， ， 
' 
5 












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































きて， 前述した本試験における ISA，SA， CaCN， DNBPらは接触および残余毒剤として両









有意の増減のなや区は1953-4年試検の SAの矯講撒布の反当 1.8-2.4kg，ISA 2.4kg， 
DNBP1∞-200 g， 1954-5年の試験の裸麦の睦全面撤布のCIPC反当 100，2∞g， DNBP 
















































下は有意書がなかった. また CIPCの2条暗7)播溝撒布では， 75g区が90%，25-田g区が












必要であるが， 手取除草の省略を目的とした反当 25-50gの CIPC処理が減牧がなく安全のよ
うである.覆土を厚くするには，著者らは点播を採用している. しかし3cm以上の覆土は往占仁して
覆土そのものが麦の議芽障害となることがあり， この点から覆土を厚くすることによらない他の薬害





























7) 1954-5年のように矯種および薬剤撒布時に土が極めて乾燥したときは， ISA， SAの雑草
防除効果が低く， 変におよぽす薬害は少なし1が， ポット試験で見られたように過湿で SAの撒布は
雑草はよく防除されたが，一方，小麦を害した.
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第 7 図 a 諸除草剤による小麦の発芽前処理と株聞の雑草量く1954-5)
上，左から無除草，除草， ISA 9kg， I! 12kg， I! 15kg， CaCN印kg
下，左から SA 6kg， グ 9kg，MCP 200g， DNBP 5.00g， CIPC 1006， 
CIPC 200g， I! 300&" CMU 50&" グ 100g
(11月16日播種， I月20日除草斉摘布， 4月21日撮影〉
第 7 図 b DNBPによる小麦の発ザ前処理と株聞の雑草量く1953-4)
















































































































































第 8 図 b CIPCによる麦の発芽前処理における覆土の厚さと薬害 (1954-5)
上左…・・CIPC反当 200g覆土 I::m.右……無撒布覆土 3::m
下左から CIPC 200g覆土 Icm，グ 2cm， グ 3cm， 1 4cm 
(第8図 a左上と同じ〉
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